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 6 月 じゃがいも　 玉ねぎ

 7 月 とうもろこし　 枝豆

 8 月 夏野菜

 11 月 サツマイモ

 12 月 冬野菜

「 江戸東京野菜」のルーツはなんと、江戸時代の参勤交代での人の流れにあるらしい（ 諸説あり）。地元の

野菜を食べたい、と各大名がタネを持参し、それぞれの屋数の敷地で作っていた。そのころ江戸は爆発的

な人口増加が起こっており、食糧不足に見舞われていた。そこで食糧増産が行なわれた際に、各屋敷から

いろいろな地域のタネが放出されたのが始まりだとか。

このタネは固定種。その土地の気候・ 風土に適応していく 性質から、生産者がその土地にあった品種改

良をし、作物自身もタネ取りによって土地に馴染み、安定した野菜ができるようになった。今では東京の土

地にあったものが「 江戸東京野菜」として受け継がれている。

農業従事者は高齢化を背景に、今後急速に減少すると見込まれており、食べる人が生産する人にもなる＝「 消費する人の生

産」が今後もっと必要になっていくと思われます。そしてそれが都市農業の推進と国内自給力アップにつながるカギでもあります。

生活クラブ農園・ あきる野は、私たちの食を未来につないでいく ための農園。「 農」に関心を寄せる時、食・ 水・ 環境問題など

いろいろなことがつながっていることに気がつきます。あなたもあきる野野菜の共同購入（ 東村山・ 青梅センターエリアの組合員）

や収穫体験、有償ボランティアに参加する、体験農園で農園を借りる、などを通して「 小さな農への参加」、してみませんか？

生活クラブ東京があきる野市内の耕作放棄地を借り、2016 年に開園。都市農業の推進・ 国内自給力UP

など持続可能な農業を実践し、食や農のあるまちを次の世代に手渡していくことをめざしています｡

直営農場（ あきる野市渕上、下代継）と農業体験農園（ あきる野市下代継）があります。

生活クラブ農園あきる野とは

生活クラブ農園・ あきる野へ行ってきました！

生活クラブ農園あきる野の取り組み

農場責任者
の山内さん

東京とは
思えない！

ちょっと大きくなりすぎた亀戸大根をみんなで収穫！

農場ごとに可愛い生き物の絵が
掲示されています

馬込半白きゅうり

寺島ナス
八丈オクラ

万願寺とうがらし

普通よりも小さく 硬く 実がしまっ
ていて甘みがあり濃い味わい。

自家採種しています。

普通のきゅうりよりも白くて柔らかい。
自家採種しています。

とうがらしの仲間だが辛み
はなく 種が少なめで 実は
柔ら か。京都から 全国に
広まっ た 固定種（ 江戸東
京野菜ではありません）。

普通のおく らよりも大きく
丸みをおびている。自家
採種しています。

農園で採れる主な江戸東京野菜、固定種の野菜

江
戸
東
京
野
菜

江
戸
東
京
野
菜

と
は…

食べる人が農業に関わること

農薬にできるだけ頼らないこと

江戸東京野菜（ 伝統野菜）づくりへのチャレンジ

地域の方々との農福連携

収穫体験もあるよ

農場入り口
の看板
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